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働き方改革実践企業として、新たに13社を認定！
・日本デリバリーサービス㈱（福山北商工会）
・広島ガス住設㈱（東城町商工会）
・㈱新和自動車（黒瀬商工会）
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・㈱大昌ネーム（福山あしな商工会）
・㈱高村興業所（大野町商工会）
・㈱かわかく農機（神石高原商工会）
・㈱高陽ドルフィン（高陽町商工会）
・㈲ユタカ食品（呉広域商工会）

令和3年2月27日㈯にリニューアルオープンしたひろしま夢ぷらざ
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本
通
り
商
店
街
の
通
行
客
へ
の
ア
イ

キ
ャ
ッ
チ
も
意
識
し
、
品
揃
え
が
特
に
豊

富
な
醤
油
等
の
商
品
を
店
舗
入
口
付
近
に

配
置
す
る
等
、
新
た
な
顧
客
獲
得
に
繋
が

る
よ
う
な
工
夫
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
陳
列
方
法
の
変
更
に
併
せ
て
、

店
内
で
取
り
扱
う
ア
イ
テ
ム
数
も
見
直
し

を
図
り
、
２
，０
０
０
ア
イ
テ
ム
か
ら
１
，

５
０
０
ア
イ
テ
ム
に
絞
り
込
み
を
行
い
ま

し
た
。
手
狭
だ
っ
た
店
内
も
、
来
店
者
の

動
線
を
意
識
し
て
通
路
幅
を
拡
張
す
る
と

と
も
に
直
線
的
な
動
線
を
確
保
。
更
に
、

買
い
物
が
し
や
す
い
よ
う
、
高
さ
１
５
０
㎝

を
超
え
て
い
た
島
陳
列
を
無
く
す
等
、
店

内
全
体
が
見
渡
せ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
イ
テ
ム
数
の
絞
り
込
み
に

よ
り
、
１
品
ご
と
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し

な
が
ら
販
売
促
進
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
出
展
事
業

者
や
所
属
商
工
会
の
理
解
、
協
力
の
も
と

に
進
め
ら
れ
、
出
展
事
業
者
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
継

続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、是
非
、

ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
会
員
事
業
者
等

の
商
品
を
取
り
扱
う

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

が
、
令
和
３
年
２
月
27

日
㈯
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
大
き
く
変
わ
っ
た
の

は
陳
列
方
法
の
変
更
と

ア
イ
テ
ム
数
の
見
直
し

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
事
業
者

が
所
在
す
る
市
町
別
に

商
品
を
陳
列
し
て
い
ま

し
た
が
、
商
品
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
別
に
陳
列
方
法

を
変
更
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

毎
に
商
品
を
取
り
揃
え

る
こ
と
で
、
複
数
あ
る

商
品
の
比
較
検
討
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
他
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い

商
品
に
も
出
会
え
る
等
、
消
費
者
の
目
線

に
立
っ
た
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、リニューアル後の店内の様子

ま
し
た
。「
商
談
会
に
参
加
す
る
度
に
バ

イ
ヤ
ー
か
ら
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

商
品
開
発
に
活
か
せ
て
い
る
」
と
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

県
連
主
催
の
商
談
会
に
初
め
て
参
加
し

た
と
い
う
「
真
ご
こ
ろ
食
材
和
（
な
ご

み
）」
の
代
表
・
村
西
麻
里
さ
ん
は
、
豊

島
の
自
然
農
法
で
作
る
完
熟
レ
モ
ン
や
地

元
白
木
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た
加

工
品
を
Ｐ
Ｒ
。「
食
感
や
風
味
な
ど
に
対

し
て
、
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら

え
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
製
造
者
に
と
っ
て
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
聞
け
る
機
会
は
と
て
も
貴
重
。
今

後
の
方
向
性
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
さ
れ
、
次
の
展
開
に
も
意
欲
的
に
取
り

組
も
う
と
す
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。

　

初
の
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し
た
商
談
会
で

し
た
が
、
事
業
者
さ
ん
た
ち
は
臆
す
る
こ

と
な
く
商
談
に
挑
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
今

後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
に
も
大
き
な
活
路

を
見
出
し
た
、
価
値
あ
る
商
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
２
月
８
日
㈪
、
広
島
県
商
工

熱心に商談に挑む各事業者

販
路
開
拓
支
援
事
業

　
　
　『商
談
会
』開
催

販
路
開
拓
支
援
事
業

　
　
　『商
談
会
』開
催

販
路
開
拓
支
援
事
業

　
　
　『商
談
会
』開
催

県
連

令 和 ２ 年 度

会
連
合
会
が
食
品
関
係
の
事
業
所
を
対
象

と
し
た
商
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
鑑
み
、
首
都

圏
地
域
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
６
社
と
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
商
談
を
行
っ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
に
く
い
通
販
系
の
バ
イ

ヤ
ー
を
招
致
す
る
な
ど
、
例
年
と
は
趣
向

を
変
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
12
回
目
を
迎
え
、
首
都
圏
、
広

島
地
区
等
の
バ
イ
ヤ
ー
10
社
と
販
路
開
拓

に
取
り
組
む
38
の
事
業
者
が
参
加
。
毎
年

２
月
に
広
島
市
な
ど
が
主
催
で
開
催
し
て

い
た
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
の
中
止
な
ど
も
影

響
し
、
例
年
よ
り
多
く
の
事
業
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

商
談
会
当
日
は
来
場
者
の
検
温
・
消
毒

の
徹
底
、
人
の
密
集
を
避
け
る
た
め
開
会

式
を
行
わ
な
い
、
展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
し

な
い
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
実
施
。
商
談
自
体
は
例
年
通
り
事

業
者
の
希
望
と
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
事
前
指

名
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
形
式
で
進
行
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
商
談
は
初
め
て
と
い
う
事

業
者
も
多
い
中
、
終
始
大
き
な
混
乱
も
な

く
、
熱
意
を
持
っ
て
自
社
や
商
品
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は

県
内
の
特
産
品
を
数
多
く
取
り
扱
う
『
ひ

ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
』
や
『
47
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
』

に
よ
る
個
別
相
談
会
も
随
時
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
「
料

理
旅
館
玉
乃
家
」
の
代
表
の
稲
田
嘉
明

さ
ん
と
女
将
の
稲
田
祐
子
さ
ん
は
、
世
羅

町
産
の
ト
マ
ト
、
梨
、
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た

ワ
イ
ン
コ
ン
ポ
ー
ト
を
Ｐ
Ｒ
。
世
羅
町
商

工
会
の
サ
ポ
ー
ト
で
専
門
家
派
遣
を
受

け
、
商
品
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
き

ひろしま夢ぷらざ が

リニューアル！
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令
和
３
年
３
月
16
日
㈫
、
広
島
県
商
工

会
連
合
会
は
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
に

て
、「
令
和
２
年
度
広
域
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
経
営
課

題
の
解
決
を
図
り
、
持
続
可
能
な
経
営
に

取
り
組
む
小
規
模
事
業
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
会
員
事
業
所
や
夢
ぷ
ら
ざ

出
展
者
及
び
商
工
会
職
員
な
ど
42
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
富
田
英
太
氏
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
、

『
コ
ロ
ナ
禍
で
も
利
益
を
確
保
で
き
る
実

践
方
法
〜
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た

商
品
開
発
や
販
売
方
法
〜
』
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
が
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
出
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も

経
営
を
安
定
さ
せ
、
売
り
上
げ
を
確
保
し

て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ

い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
富
田
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
利

益
を
確
保
し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
る
会
社

は
あ
る
！
」
と
断
言
し
、
消
費
の
変
化
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。「
消
費
者
は

自
分
が
コ
ス
ト
を
か
け
る
べ
き
も
の
を
シ

ビ
ア
に
選
択
し
て
消
費
す
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
心
が
豊
に
な
る
商
品
は
売
れ

る
」
と
分
析
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、フ
ロ
ー

客
（
新
規
客
・
一
見
客
）
で
は
な
く
、
ス

商
品
の
存
在
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
作
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
今

後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
扱
ア
イ
テ
ム
数

を
増
や
す
こ
と
や
、
夢
ぷ
ら
ざ
な
ら
で
は

の
セ
ッ
ト
商
品
の
販
売
な
ど
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
対
応
に
も
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

ト
ッ
ク
客
（
常
連
客
）
を
持
っ
て
い
る
か

が
明
暗
を
分
け
た
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
あ
る
お
店
を
例
に
あ
げ
、
そ

の
お
店
に
来
な
く
な
っ
た
理
由
を
顧
客
に

聞
い
た
と
こ
ろ
「
来
店
し
て
い
な
い
認
識

が
な
か
っ
た
（
忘
れ
て
い
た
）」
と
い
う

回
答
が
最
も
多
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
さ
れ
、「
リ
ピ
ー
タ
ー
を
戻
す
た
め
に

や
る
べ
き
こ
と
は
、
思
い
出
し
て
も
ら
う

こ
と
」
と
話
し
、「
経
営
者
は
お
客
様
の

気
持
ち
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を

自
覚
す
る
こ
と
」
と
事
業
者
を
鼓
舞
し
ま

し
た
。

　

講
演
後
は
事
務
局
よ
り
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ

ら
ざ
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
店
内
レ
イ

ア
ウ
ト
の
変
更
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

の
強
化
な
ど
、
現
在
と
今
後
の
取
り
組
み

を
含
め
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、

店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
は
こ
れ
ま
で
の
市
町
別

の
陳
列
方
法
か
ら
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
陳

列
に
変
更
し
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
たコロナ禍を乗り越えようと、熱心に耳を傾ける参加者達

夢
ぷ
ら
ざ

　
出
展
者
講
習
会

　
　
　
　  
　
開
催

夢
ぷ
ら
ざ

　
出
展
者
講
習
会

　
　
　
　  
　
開
催

夢
ぷ
ら
ざ

　
出
展
者
講
習
会

　
　
　
　  
　
開
催

令
和
２
年
度
広
域
講
習
会

県  連

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
令
和
3
年
3

月
25
日
㈭
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
中
町
）
に
て
、

『
令
和
2
年
度
臨
時
総
会
』
を
開
催
し
、

出
席
者
34
名
（
う
ち
委
任
状
3
名
）
に
よ

り
、
令
和
3
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な

ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

熊
高
一
雄
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
事
業
者
か

ら
県
内
全
体
で
延
べ
3
万
7
千
件
を
超
え

る
相
談
を
受
け
て
お
り
、
商
工
会
数
で
割

り
戻
す
と
1
商
工
会
当
り
千
件
を
超
え
る

相
談
に
対
応
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
感
染
対
策
を
講

じ
、
会
員
事
業
者
に
対
す
る
、
よ
り
一
層

の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
時
代
に
向
け
て
、
国
の
政
策
は
大

き
く
転
換
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

『
令
和
２
年
度

　
　
臨
時
総
会
』開
催

『
令
和
２
年
度

　
　
臨
時
総
会
』開
催

『
令
和
２
年
度

　
　
臨
時
総
会
』開
催

県  

連
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令
和
3
年
3
月
5
日
㈮
、
広
島
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
が
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
、『
令
和
2
年
度
第
2

回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
』
及
び
『
令
和

2
年
度
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨

時
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観

点
か
ら
、
各
商
工
会
青
年
部
の
部
長
の
み

が
参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
は
3
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
1
部
で
は

株
式
会
社
ヒ
ラ
メ
キ
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表

取
締
役
の
三
谷
健
一
氏
が
登
壇
。

「Google w
orkspace

を
用
い
た
組
織
運

営
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

「Google w
orkspace

」
と
は
、
メ
ー
ル

や
文
書
作
成
、
表
計
算
、
デ
ー
タ
の
保
存
、

ビ
デ
オ
会
議
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
チ
ャ
ッ

ト
）、
写
真
整
理
な
ど
、
仕
事
で
利
用
す

る
基
本
的
な
ア
プ
リ
が
全
て
詰
ま
っ
て
お

（
案
）
承
認
の
件

第
４
号
議
案　

令
和
３
年
度
電
子
計
算
機

処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴

収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
５
号
議
案　

令
和
３
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の
件

第
６
号
議
案　

令
和
３
年
度
役
員
改
選
に

係
る
申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て

活
用
し
た
事
業
推
進
や
、
中
小
企
業
等
の

事
業
再
構
築
の
促
進
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
改

革
に
挑
戦
す
る
事
業
者
へ
の
後
押
し
が
強

力
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
施

策
を
会
員
に
確
実
に
届
け
、
事
業
者
目
線

で
の
支
援
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
各
種
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
を
重
ね
て
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
広
島
県
央
商
工
会
の
乗
越
耕

司
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行

さ
れ
、
上
程
し
た
第
1
号
議
案
か
ら
第
6

号
議
案
の
全
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

第
１
号
議
案　

令
和
２
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
３
号
議
案　

令
和
３
年
度
県
連
合
会
会

費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

広
報
委
員
会
、
交
流
委
員
会
、
総
務
委
員

会
が
今
年
度
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
ほ

か
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
（
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
）
に
つ
い
て
説

明
し
、
次
年
度
の
積
極
的
な
活
用
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
『
令
和
2
年
度

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総

会
』
で
は
出
席
者
29
名
、
委
任
状
5
名
出

席
の
も
と
、
令
和
2
年
度
収
支
補
正
予
算

書
（
案
）、
令
和
3
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
松
山
会
長
の
指
名
に
よ
り
、
広
島

安
芸
商
工
会
青
年
部
の
長
野
部
長
を
議
長

に
選
出
。
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

第
1
号
議
案　

令
和
2
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

臨時総会の様子

臨時総会の開催に当たって挨拶をする松山会長

り
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
ス
マ
ホ
で
も
使
え
る

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
１
０
０
％
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
動
く
た
め
、
端
末
を

選
ば
な
い
の
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

　

事
前
に
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
た
基
礎

編
の
研
修
を
踏
ま
え
、
今
回
は
応
用
編
と

し
て
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、「Google 

w
orkspace

」
内
で
使
え
る
チ
ャ
ッ
ト
、

ド
ラ
イ
ブ
、
マ
ッ
プ
な
ど
の
ア
プ
リ
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
つ

い
て
解
説
し
、
実
際
に
共
同
編
集
な
ど
参

加
者
を
交
え
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事
業

に
取
り
組
ん
だ
高
陽
町
商
工
会
青
年
部
と

芸
北
地
域
協
議
会
が
事
例
を
発
表
。
高
陽

町
商
工
会
青
年
部
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
活
か

し
た
地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
、
芸
北

地
域
協
議
会
は
「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー

ム
（
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
通
し

て
、
経
営
者
の
会
計
力
と
経
営
力
を
鍛
え

る
」
と
題
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

第
3
部
の
県
青
連
か
ら
の
報
告
事
項
で

は
、
資
質
向
上
委
員
会
、
振
興
委
員
会
、参加型の講演で会場を盛り上げた三谷氏

県
青
連

『
令
和
２
年
度
第
２
回
商
工
会

青
年
部
研
修
会
』及
び

『
令
和
２
年
度
広
島
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
』開
催

『
令
和
２
年
度
第
２
回
商
工
会

青
年
部
研
修
会
』及
び

『
令
和
２
年
度
広
島
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
』開
催

『
令
和
２
年
度
第
２
回
商
工
会

青
年
部
研
修
会
』及
び

『
令
和
２
年
度
広
島
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
』開
催
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第
2
号
議
案　

令
和
3
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
3
号
議
案　

令
和
3
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

　

令
和
3
年
3
月
11
日
㈭
、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
『
令
和
2
年
度

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
臨
時
総

会
』
及
び
『
第
1
回
商
工
会
女
性
部
研
修

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
は
、
本
人
出
席
30
名
、
委
任

状
出
席
4
名
、
計
34
名
の
出
席
の
も
と
、

世
羅
町
商
工
会
女
性
部
の
吉
口
部
長
を
議

長
に
選
出
し
、
令
和
2
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）、
令
和
3
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
な
ど
3

つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
以
下
の
通
り

第
1
号
議
案　

令
和
2
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
2
号
議
案　

令
和
3
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
3
号
議
案　

令
和
3
年
度
会
費
賦
課
基

み
で
、
様
々
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
っ
た
雛

人
形
を
商
店
ま
た
は
施
設
に
飾
る
も
の
で

す
。
大
聖
院
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
宮
島
お
も
て
な

し
ト
イ
レ
が
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
て
お

り
、
4
月
4
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

宮
島
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
、
よ
り
一
層
の
足
掛

か
り
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

第
2
部
で
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
お

も
て
な
し
協
会
代
表
理
事
の
能
勢
み
ゆ

き
氏
に
よ
り
、「
〝
お
も
て
な
し
〞
で
あ

な
た
の
魅
力
を
高
め
よ
う
〜
お
も
て
な
し

の
心
が
人
と
人
を
結
ぶ
〜
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
県
女
性
連
の

ト
レ
ン
ド
で
あ
る
「
お
も
て
な
し
」
に
つ

い
て
の
内
容
で
各
業
種
に
沿
っ
た
「
お
も

て
な
し
」
の
事
例
や
ヒ
ン
ト
を
紹
介
さ

れ
、
普
段
か
ら
「
お
も
て
な
し
」
を
心
掛

け
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

研
修
会
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
お
も
て
な
し
の
心
を
再
確
認
で
き
た
」

「
女
性
部
活
動
に
活
か
せ
る
」
「
宮
島
の

福
よ
せ
雛
に
行
っ
て
み
た
い
！
」
と
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
女
性
部
員
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。

『
令
和
２
年
度
広
島
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
臨
時
総
会
』及
び

『
第
１
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会
』開
催

『
令
和
２
年
度
広
島
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
臨
時
総
会
』及
び

『
第
１
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会
』開
催

『
令
和
２
年
度
広
島
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
臨
時
総
会
』及
び

『
第
１
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会
』開
催

県
女
性
連

３
つ
の
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
承

認
・
可
決
。「
魅
力
あ
る
女
性
部
」
の
構
築

の
た
め
、
次
の
担
い
手
の
育
成
に
よ
る
後
継

者
づ
く
り
、
加
入
促
進
に
よ
る
新
た
な
部
員

の
発
掘
に
取
り
組
み
、
組
織
の
拡
充
を
図
る

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

　

第
2
号
議
案
の
令
和
3
年
度
事
業
計
画

書
（
案
）
で
は
、
組
織
化
55
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
周
年
事
業
並

び
に
各
種
事
業
の
実
施
計
画
を
説
明
。
ま

た
、「
魅
力
あ
る
女
性
部
」
の
構
築
の
た

め
、
次
の
担
い
手
の
育
成
に
よ
る
後
継
者

づ
く
り
と
加
入
促
進
に
よ
る
新
た
な
部
員

の
発
掘
に
よ
り
、
組
織
の
強
化
・
拡
充
に

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
3
つ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
出

席
者
全
員
の
承
認
を
得
て
、
原
案
ど
お
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
後
に
行
わ
れ
た
研
修
会
は
2

部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
1
部
で
は
地
域
再

生
型
提
案
公
募
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
宮

島
町
商
工
会
女
性
部
が
「
福
よ
せ
雛
」
事

業
を
発
表
。「
福
よ
せ
雛
」
と
は
、
不
要

に
な
っ
た
雛
人
形
を
再
活
用
す
る
取
り
組臨時総会の様子

講演中の能勢みゆき氏
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七
七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

広島県内34商工会　新型コロナウイルスに係る経営相談状況（2021年3月31日現在）

新型コロナウイルス感染症対策における広島県内商工会の経営支援状況

　　全体　37,957件

資金繰り相談
5,852
15.4%

持続化
給付金
4,891
12.9%

製造業
15.7％

その他
15.9％

建設業
8.3％

卸売業
1.6％

理美容業
3.3％

サービス業
9.2％

貨物運輸業
0.9％

旅客運輸業
1.6％ 娯楽業

0.7％

小売業
16.3％

飲食業
24.3％

宿泊業
2.2％

設備投資・
販路開拓支援
7,505
19.8%

雇用関連支援
2,187
5.8%

その他
6,738
17.7%

コロナ事業
（市町）
5,238
13.8％

コロナ事業（県）
1,383
3.7％

コロナ事業（国）
3,492
9.2％

支援金（市町）
395
1.0％

支援金（県）
276
0.7％

37,957
件

37,351
件

※業種別については、データの一部に業種が登録されて
　いないものもあるため、全体件数とは一致しない。

相談件数

相談内容（内訳） 業種別相談受付状況

　この度、商工会法施行60周年記念事業の一環として、「商工会法施行60周年記念誌」を発
刊しました。
　本記念誌には、コロナ禍に鑑み、やむを得ず中止となった記念大会での記念講演を予定し
ていたパラリンピック金メダリストの成田真由美さんへのインタビューや、広島県商工会連
合会組織の各リーダーにお集まりいただき開催した座談会等の記事を掲載しております。
　商工会法施行60周年記念に相応しい出来栄えとなっており、たくさんの方に読んでいた
だけることを願っております。各商工会事務局に配布していますので、是非、お手に取って
ご覧ください。

商工会法施行60周年記念事業「商工会法施行60周年記念誌」発刊商工会法施行60周年記念事業「商工会法施行60周年記念誌」発刊商工会法施行60周年記念事業「商工会法施行60周年記念誌」発刊
【第199回全国商工会
　　　珠算検定試験】
１級満点合格者

（令和２年11月15日実施）

安芸津町商工会
松山珠算学院
田中　蕗恵
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整
え
て
い
る
企
業
等
、
特
色
あ
る
取
組
み

を
進
め
ら
れ
て
い
る
企
業
を
推
薦
し
認
定

に
至
っ
た
」と
経
緯
を
説
明
。続
け
て
「
働

き
が
い
を
感
じ
る
組
織
、
社
会
で
生
き

残
っ
て
い
け
る
柔
軟
か
つ
強
靱
な
組
織
を

目
指
し
、
事
業
発
展
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
認
定
企
業
の
代
表
者
一
人
ひ

と
り
に
熊
高
会
長
か
ら
認
定
証
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

湯
﨑
知
事
か
ら
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
参
加
い
た
だ
き
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
今
回

の
授
与
式
で
新
た
に

認
定
を
受
け
ら
れ
た

41
社
の
皆
様
に
は
引

き
続
き
県
内
の
働
き

方
改
革
に
取
り
組
む

企
業
の
牽
引
役
と

な
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
期
待
し
て
い
る
。

県
と
し
て
も
広
島
県

商
工
会
議
所
連
合

会
・
広
島
県
商
工
会

連
合
会
と
連
携
し
さ

ら
な
る
進
展
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

広
島
県
働
き
方
改

革
実
践
企
業
認
定
制

は
今
回
認
定
を
受
け
た
41
社
の
内
39
社
の

代
表
が
出
席
。
商
工
会
員
か
ら
は
13
事
業

者
が
新
た
に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
平
成

29
年
の
制
度
創
設
以
降
、
認
定
企
業
数
は

累
計
３
５
１
社
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
壇
上
に
立
っ
た
県
連
の

熊
高
一
雄
会
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー

ク
や
時
差
出
勤
が
増
加
し
、
働
き
方
の
多

様
化
が
進
む
中
、
商
工
会
地
域
か
ら
は
前

回
を
上
回
る
13
社
の
申
請
が
あ
っ
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
た
後
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

を
視
点
に
長
期
的
に
勤
務
で
き
る
環
境
を

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
議
所
連
合
会
は
令
和
３
年
２
月
10
日

㈬
、
広
島
商
工
会
議
所
に
て
『
第
８
回
広

島
県
働
き
方
改
革
実
践
企
業
認
定
制
度
認

定
証
授
与
式
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
に

『
広
島
県
働
き
方
改
革

実
践
企
業
認
定
制
度

認
定
証
授
与
式
』開
催

第８回『
広
島
県
働
き
方
改
革

開
催
県連

働
き
や
す
さ
向
上
に
取
り
組
む

商
工
会
員
を
新
た
に
13
事
業
所

認
定

（福山北商工会）
Vol.48

	 全社員とコミュニケーションを図り情報共有
連携を密に図れる機会として毎朝朝礼

	 育児と仕事の両立支援
保育園等へ子を送迎の保護者には柔軟な勤務時間

	 女性活躍を推進する制度
コンサル会社によるセミナーの実施

	 若年者の活躍の推進と人材育成
ビジネスマナー、関連企業視察等

代 表 者：代表取締役		二畠　大
所 在 地：福山市御幸町上岩成614-1
事業内容：製造業　　　従業員数：58人

会社
概要

日本デリバリーサービス㈱

第8回広島県働き方改革実践企業認定者

度
認
定
審
査
委
員
会
委
員
長
で
県
立
広
島

大
学
経
営
専
門
職
大
学
院
の
木
谷
宏
教
授

は
講
評
で
「
平
成
29
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

働
き
方
改
革
実
践
企
業
認
定
制
度
は
当
初

４
年
間
で
３
０
０
社
を
目
標
に
し
て
い
た

が
、
最
終
的
に
は
３
５
１
社
と
な
り
日
本

で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
取
組
み
を
行
う
こ
と

が
出
来
、
働
き
方
改
革
の
意
義
と
機
運
が

浸
透
し
た
」
と
賛
辞
を
述
べ
ら
れ
、
今
後

県
内
企
業
の
新
た
な
課
題
と
し
て
、「
全

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
働

き
が
い
の
向
上
を
目
指
し
、
新
た
な
働
き

改
革
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
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（黒瀬商工会）
Vol.50

	 休暇の取得を促進
	 フレッシュ休暇として連続3日間の休暇制度

	 育児と仕事の両立支援
	 出生時に父親が取得できる休暇制度

	 高齢者の活躍を推進　　　
	 65歳以上はシフト表を調整しながら継続雇用

	 障害者の活動を推進するための制度
	 事業所周辺の学校生徒を対象に職業体験の受入

代 表 者：代表取締役  菊地　等
所 在 地：東広島市黒瀬町南方1525-1
事業内容：サービス業　　　従業員数：73人

会社
概要

㈱新和自動車

（尾道しまなみ商工会）
Vol.52

	 長時間労働の削減
	 ノー残業デー、ノー残業ウィーク等の設定

	 高齢者の活躍を推進
	 65歳以上は希望すれば継続雇用

	 非正規社員の待遇改善
	 非正規社員から正社員へ転換する社内制度

	 男性の子育て支援
	 出産に立合う男性の休暇制度（1日）の導入

代 表 者：代表取締役  高田　展明
所 在 地：尾道市御調町丸門田1188
事業内容：製造業　　　従業員数：28人

会社
概要

栄信産業㈱

（佐伯商工会）
Vol.54

	 育児と仕事の両立支援（男性）
	 広島県男性育児休業等宣言企業登録

	 休暇の取得を促進
	 直近の年次有給休暇消化率97.4％

	 労働生産性を向上させる人材育成
	 国家資格・関連団体等多様な講習会へ参加

	 高齢者の活躍を推進
	 技術伝承の為、高齢者を継続雇用

代 表 者：代表取締役  森田　茂隆
所 在 地：廿日市市津田字檜木尾834-2
事業内容：製造業　　　従業員数：28人

会社
概要

㈱ギケン

（東城町商工会）
Vol.49

	 従業員の意見を把握する制度
	 チャレンジシート、成長支援シートの導入

	 有給休暇の年5日取得義務への取組み
	 全社員にお知らせを配布

	 働き方改革につての研修
	 外部講師によるハラスメント研修の実施

	 若年者の活躍の推進と人材育成
	 企業人としての基本姿勢、ビジネスマナー研修

代 表 者：代表取締役社長  池岡　憲司
所 在 地：庄原市東城町川西856-1
事業内容：小売業　　　従業員数：60人

会社
概要

広島ガス住設㈱

（高陽町商工会）
Vol.51

	 職場のコミュニケーションの円滑化
	 スタッフ用コミュニケーションノートの設置

	 非正規社員の待遇改善
	 非正規社員から正社員へ転換する社内制度

	 女性活躍を推進するための制度
	 女性社員のキャリアアップ研修に積極的参加

	 働き方改革に係る制度・取組み等の情報
	 全従業員へメール一斉送信

代 表 者：代表取締役  松下　仁
所 在 地：広島市安佐北区落合南2-23-33
事業内容：卸・小売業　　　従業員数：39人

会社
概要

㈱ジェイ・スマイル

（三次広域商工会）
Vol.53

	 多様な働き方の実現
	 会社の承認を得て在宅勤務

	 柔軟な人員体制による業務遂行
	 一人業務の解消・多能工化

	 お互いが助け合う風土
	 社長を含め４名が情報を共有

	 業務プロセスや業務内容の改善
	 取引先との既存業務の見直し

代 表 者：取締役  佐藤　政和
所 在 地：三次市吉舎町吉舎420
事業内容：卸・小売業　　　従業員数：3人

会社
概要

㈲文陽堂
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（福山あしな商工会）
Vol.56

	 育児と仕事の両立支援
	 妊娠・出産・復職時における支援

	 高齢者の活躍を推進
	 満65歳定年、再雇用制度により満70歳まで雇用

	 若年者の活躍を推進する制度
	 新入社員をその部門の先輩社員が育成

	 非正規社員の待遇改善
	 パート社員を正規社員への転換制度

代 表 者：代表取締役社長  藤岡　琢三
所 在 地：福山市新市町戸手766-1
事業内容：製造業　　　従業員数：27人

会社
概要

㈱大昌ネーム

（神石高原商工会）
Vol.58

	 長時間労働と農繁期への対応
	 シフト表により、残業なしで効率的な業務

	 業務の可視化による効率アップ
	 スマホにより全社員が修理・納品状況の把握

	 従業員の人材育成
	 農業機械整備士資格の習得

	 従業員個人への指導・評価
	 業務遂行能力評価の実施

代 表 者：代表取締役  川角　昌史
所 在 地：神石郡神石高原町油木甲2598-1
事業内容：卸・小売業　　　従業員数：7人

会社
概要

㈱かわかく農機

（呉広域商工会）
Vol.60

	 従業員の意見を把握
	 従業員アンケートを実施

	 女性活躍を推進するための制度
	 チームリーダーを女性から選出

	 若年者の活躍を推進する制度
	 新入社員にマンツーマンによる人材育成

	 人材育成の取組み
	 食品衛生責任者の講習受講を推進

代 表 者：代表取締役  須賀　守
所 在 地：呉市豊町大長6360
事業内容：製造業　　　従業員数：27人

会社
概要

㈲ユタカ食品

（広島安佐商工会）
Vol.55

	 社内慣行・風土を変える取組み
	 半期ごとに個別面談

	 高齢者の活躍を推進　
	 65歳定年後、希望すれば継続雇用

	 労働時間・休暇取得状況の実態把握
	 管理システムの導入により実態を常に把握

	 生産性向上・人材育成の取組み
	 外部講師による研修会

代 表 者：代表取締役  西本　耕一
所 在 地：広島市安佐北区安佐町久地10256-4
事業内容：建設業　　　従業員数：14人

会社
概要

㈲ビーライフバンクラ

（大野町商工会）
Vol.57

	 非正規社員の待遇改善
	 パート社員・契約社員を正規社員へ転換

	 長時間労働の削減
	 時間外労働は毎月上限30時間まで

	 従業員の労働生産性の向上
	 セミナー受講により、ＩＴ力を強化し生産性アップ

	 業務プロセスや業務内容の見直し
	 ムダを削除し労働時間の削減

代 表 者：代表取締役  髙村　隆晴
所 在 地：廿日市市大野下更地1790-1
事業内容：製造業　　　従業員数：48人

会社
概要

㈱高村興業所

（高陽町商工会）
Vol.59

	 従業員の意見を把握する制度
	 意識調査及び意見聴取の実施

	 高齢者の活躍を推進
	 65歳以降の継続雇用制度

	 非正規社員の待遇改善
	 非正規社員から正社員へ転換する社内制度

	 女性活躍を推進
	 女性活躍推進「厚生労働省・えるぼし」認定

代 表 者：代表取締役  奥田　良彦
所 在 地：広島市安佐北区落合2丁目15-5
事業内容：教育・学習支援業　　　従業員数：27人

会社
概要

㈱高陽ドルフィン
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